
〈市民版〉

２０２６

第８２５号

１月号

商工会議所 HP

商工会議所 mail

電話:23−3101 ＦＡＸ:22−1300 URL:https://www.shirakawa-cci.or.jp/ E − mail:cci@shirakawa-cci.or.jp

発行所　白河商工会議所　　印刷　㈲ワタベ印刷所
白河会議所ニュース

白 河 商 工 会 議 所

会 頭

鈴 木 俊 雄

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　
―
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
―

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。【

成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
】

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
長
期
化
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
と
い
っ
た
地
政
学
リ
ス

ク
に
加
え
、
関
税
・
輸
出
管
理
・
産
業
補
助
・
投
資
審
査
な
ど

が
複
合
的
に
作
用
し
、
通
商
環
境
の
再
編
が
進
行
す
る
な
ど
、

不
確
実
性
が
一
段
と
高
ま
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日
本
経
済
は
賃
金
と
物
価
の
好

循
環
に
向
け
た
兆
し
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
物
価
上
昇
に
賃
金
が
追
い
つ
か
ず
、
実
質
賃
金
の
着
実

な
回
復
が
最
大
の
課
題
で
す
。
長
年
に
わ
た
り
染
み
つ
い
た
デ

フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払
拭
し
、
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
確

実
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
日
本
経
済
の
「
再
出
発
」
に
向

け
た
最
大
の
鍵
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
国
政
に
お
い
て
は
、
憲
政
史
上
初
の
女
性
総

理
と
し
て
高
市
総
理
が
誕
生
し
、
就
任
直
後
か
ら
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
を
は
じ
め
各
国
首
脳
と
の
会
談
を
精
力
的
に
行
い
、
首

脳
間
の
信
頼
醸
成
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
市
総

理
が
議
長
を
務
め
る「
日
本
成
長
戦
略
会
議
」に
お
き
ま
し
て
も
、

Ａ
Ｉ
・
半
導
体
、
造
船
、
量
子
な
ど
17
の
戦
略
分
野
へ
の
投
資

に
加
え
、
人
的
資
本
の
強
化
、
労
働
市
場
改
革
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
、
賃
上
げ
環
境
整
備
な
ど
、
将
来
の
成
長
力
を
高
め
る

政
策
課
題
が
明
確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
成
長
戦
略
と
歩
調

を
合
わ
せ
つ
つ
、
民
間
の
現
場
か
ら
具
体
的
な
提
言
と
実
行
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
私
ど
も
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

【
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る
も
の
に
～
「
変
革
」

と
「
価
値
共
創
」】

わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
に
向
け
た
正
念

場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
業
数
の
99
・
7
％
、
雇
用

の
約
７
割
（
３
大
都
市
圏
を
除
く
と
約
９
割
）
を
占
め
る
中
小

企
業
は
、
円
安
・
原
油
高
に
伴
う
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

な
ど
の
高
騰
、
人
手
不
足
や
労
務
費
の
増
加
、
さ
ら
に
は
消
費

低
迷
な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

個
々
の
企
業
が
自
己
変
革
を
果
た
し
、
変
化
す
る
外
部
環
境
に

適
応
し
て
い
く
な
ど
、
絶
え
ず
「
変
革
」
に
挑
み
続
け
る
姿
勢

が
重
要
で
す
。
同
時
に
、
不
確
実
性
の
時
代
に
お
い
て
は
、
多

様
な
主
体
が
互
い
の
強
み
を
持
ち
寄
り
、
新
た
な
価
値
を
共
に

創
り
、
共
に
分
か
ち
合
う
「
価
値
共
創
」
の
発
想
こ
そ
が
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
経
済
を
支
え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。【「

変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」
に
向
け

た
三
つ
の
重
点
課
題
】

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
変

革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
以
下
の
３
点
を
重
点
課
題
と
し
て
当

所
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
点
目
は「
成
長
型
経
済
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
」で
す
。

成
長
型
経
済
を
実
現
す
る
に
は
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ

レ
か
ら
、
需
要
拡
大
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
プ
ル
型
イ
ン
フ
レ
へ
と

転
換
し
、
賃
金
と
投
資
の
好
循
環
を
持
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
適
切
な
価
格
転
嫁
と
取
引
適
正
化
の

推
進
は
、
賃
上
げ
原
資
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
官
民
を
挙
げ
て

一
層
強
化
す
べ
き
課
題
で
す
。
加
え
て
、
経
済
安
全
保
障
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
両
立
、
過
度
な
円
安
の
是
正
に
向
け
た

金
融
政
策
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
、
持
続
可
能
な
全
世
代
型
社

会
保
障
制
度
の
構
築
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
『
稼
ぐ
力
』
の
強
化
」
で
す
。
成
長
型
経
済
の
実
現

に
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
付
加
価
値
と
生
産
性
の

向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
分
野
進
出
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
、

知
的
財
産
の
創
造
・
保
護
・
活
用
、
海
外
展
開
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
と
の
連
携
な
ど
へ
の
挑
戦
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
業

承
継
を
契
機
と
し
て
、
よ
り
強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上
に
よ
る
地
域
経
済
循
環

の
推
進
」
で
す
。
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
、
地
域
に
新

た
な
投
資
を
呼
び
込
む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
税
財
政
支
援
、

地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
支
援
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
い
ず
れ
も
商
工
会
議
所
の
主
要
な
活
動
テ
ー
マ
で
あ
り
、

当
所
は
も
と
よ
り
、
各
地
商
工
会
議
所
が
中
核
と
な
っ
て
取
り

組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
い
た
し
ま
す
。

【「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
の
発
展
】

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」
と
い
う
信
念
の
下
、
会
頭
就

任
以
来
、
全
国
各
地
を
訪
問
し
、
地
域
や
事
業
者
の
生
の
声
を

伺
い
、
各
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
は
「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

現
場
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
中
小
企
業
と
地
域
の

活
性
化
、
日
本
経
済
の
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け
て
、
皆
さ
ま
と

共
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　日 本 商 工 会 議 所

　会 頭

小 林 　 健

年

頭

所

感

年

頭

所

感

　
会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
健
や
か
に
て
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
は
猛
暑
の
日
が
続
き
、
地
球
規
模
の
異
常
気
象
を

実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
冬
の
到
来
が

早
か
っ
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
日
本
の
秋
を
満
喫
で
き
ず
に
慌
た

だ
し
く
年
が
明
け
ま
し
た
。
四
季
の
移
ろ
い
に
心
を
遊
ば
せ
る

余
裕
も
な
く
、
時
が
過
ぎ
て
ゆ
き
ま
す
。
皆
様
は
、
い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
？

　
昨
年
末
で
終
了
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」

で
は
、
我
が
白
河
の
殿
様
、「
松
平
定
信
公
」
が
大
い
に
脚
光

を
浴
び
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
南
湖
公
園
や
小
峰
城
へ
の
観

光
客
も
増
え
ま
し
た
が
、
次
の
手
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
定
信
公
の
功
績
に
つ
い
て
は
今
さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
ま
だ
顕
彰
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

江
戸
時
代
の
二
百
六
十
年
間
、
白
河
藩
は
、
丹
羽
長
重
公
を
初

代
と
し
て
七
家
二
十
一
代
の
藩
主
に
よ
り
治
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
最
後
の
藩
主
は
阿
部
家
の
阿
部
正
静
公
で
あ
り
、
阿
部
家

二
十
二
代
当
主
、
阿
部
正
靖
氏
が
こ
の
歴
史
を
今
に
つ
な
い
で

い
ま
す
。
阿
部
家
は
江
戸
時
代
に
12
人
の
老
中
を
輩
出
し
た
名

門
で
す
。
江
戸
時
代
の
末
期
、
戊
辰
戦
争
で
戦
死
し
た
阿
部
家

の
家
臣
を
弔
う
慰
霊
碑
が
南
湖
公
園
内
の
共
楽
亭
の
裏
に
あ

り
、
今
で
も
毎
年
家
臣
の
子
孫
た
ち
が
慰
霊
祭
を
執
り
行
っ
て

い
ま
す
。
阿
部
家
の
歴
史
に
つ
い
て
も
大
い
に
顕
彰
す
る
必
要

が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
さ
て
、
経
済
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
の
会
報
で
も
触
れ

ま
し
た
が
、
円
安
等
に
よ
る
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
コ

ス
ト
上
昇
に
加
え
、官
制
の
「
働
き
方
改
革
」
や
一
方
的
な
「
賃

上
げ
」
に
よ
り
物
価
高
騰
が
著
し
く
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
の

イ
ン
フ
レ
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。「
２
０
２
５
年
版
中
小
企

業
白
書
」
に
よ
れ
ば
、
企
業
倒
産
件
数
が
一
万
件
あ
る
一
方
で
、

自
主
的
に
事
業
を
た
た
む
「
休
廃
業
・
解
散
」
も
六
万
九
千
件

に
も
上
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
“
静
か
な
る
廃
業
”
が
進
ん

で
い
ま
す
。「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」、「
物
価
高
を
上
回
る

賃
上
げ
」
等
々
、
言
葉
だ
け
が
踊
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
商

売
は
誰
も
助
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
日
々
変
化
し
て
い
く
こ
の

経
済
環
境
に
対
応
す
る
べ
く
自
ら
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
年
は
厳
し
い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
私
は
大
学
も
出
て
い
な
い
し
経
済
学
も
学
ん
で
は
い
ま
せ
ん

の
で
正
し
い
理
論
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
白
河
で
五
十
年

間
に
わ
た
り
商
売
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
バ
ブ
ル
に

よ
る
好
景
気
、
そ
し
て
そ
の
崩
壊
、
長
ら
く
続
い
た
デ
フ
レ
な

ど
、
激
動
の
時
代
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
何
と
か
経
済
環
境
の

変
化
に
つ
い
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
気
が
付

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
経
済
問
題
は
理
論
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
個
々
の
状
況
に
よ
り
異
な
る

一
億
二
千
万
通
り
の
連
立
方
程
式
を
解
く
よ
う
な
も
の
で
す
。

正
解
は
な
く
、
置
か
れ
た
環
境
の
下
で
、
人
の
た
め
地
域
社
会

の
た
め
に
な
る
こ
と
を
一
生
懸
命
に
行
う
以
外
に
あ
り
ま
せ

ん
。
今
、
こ
の
複
雑
な
経
済
環
境
の
な
か
で
必
要
な
の
は
、
規

制
緩
和
と
減
税
で
す
。「
自
由
に
商
売
が
で
き
る
こ
と
」
こ
そ

が
商
売
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
生
む
原
動
力
で
す
。
商
売
の
原
点

は
織
田
信
長
が
行
っ
た
経
済
政
策
「
楽
市
楽
座
」
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
日
本
人
の
資
産
の
七
割
を
七
十
才
以
上

の
高
齢
者
が
保
有
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
が

亡
く
な
れ
ば
残
さ
れ
た
家
族
が
相
続
問
題
で
苦
悩
し
ま
す
。
事

前
に
分
配
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
生
前
贈
与
の
税
金
が
高

い
か
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
死
亡
す
る
。
仮
に
贈
与
税
を
10
％
に
す

れ
ば
、
多
く
の
高
齢
者
が
今
す
ぐ
に
で
も
資
産
を
若
い
世
代
に

贈
与
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
様
々
な
こ
と
に
資
金
を
必
要
と
し

て
い
る
若
い
人
は
引
き
継
い
だ
お
金
を
有
効
に
使
い
、
消
費
が

活
発
化
し
ま
す
。
相
続
の
揉
め
事
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に「
三

方
良
し
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
十
月
末
に
高
市
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
私
は
こ
の
ニ
ュ
ー

ス
を
知
っ
た
時
、「
こ
れ
で
日
本
の
未
来
は
首
の
皮
一
枚
で
つ

な
が
っ
た
」
と
歓
喜
し
ま
し
た
。「
安
倍
晋
三
2.0
」
と
評
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
安
倍
政
権
の
政
策
を
継
承
し
て
い
ま
す
。
い

や
、
一
段
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
こ

の
高
市
政
権
の
政
策
に
大
い
に
期
待
し
、
消
え
か
け
た
希
望
の

灯
火
を
燃
や
し
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、

ま
だ
ま
だ
沈
む
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
総
理
を
信
じ
、
も
う

一
度
「
ジ
ャ
パ
ン
イ
ズ 

バ
ッ
ク
！
」
で
す
。
取
り
留
め
の
な
い

話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
皆
様
に
と
っ
て
今
年
こ
そ
は

良
い
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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白
河
商
工
会
議
所　

役
員
・
議
員
一
同
（
議
席
順 

令
和
７
年
12
月
15
日
時
点
）

白
河
商
工
会
議
所

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

事
務
局
紹
介

企

画

総

務

課

中
小
企
業
相
談
所

小針 光紀

　　　係長

鈴木 雄基

　　　副主査

地域支援係
担　　当

大竹 洸成

　　　係長

林　花菜子

伴走支援係
担　　当

相談所統括
担　　当

今井 貴信

　　　所長
中小企業相談所

担　　当

花里 莉子

　　　主事

総務係

伊藤 美理

　　　係長

事務局統括
担　　当

内藤 亘

　　　企画総務課長
事務局長兼

ロータリークラブ
担　　当

吉田 三津子

　　　支援員
事務代行 　　　係長

大竹 茜塩沢 安耶

　　　副主査

担　　当

情報広報係

　　　主事

役　
員

鈴 木 俊 雄
 ㈱アクティブワン

 代表取締役

会　頭

青 木 か おる
 ㈱あおき

 代表取締役会長

副　会　頭

鈴 木 雅 文
 ㈱昭和堂

 代表取締役

副　会　頭

鈴 石 敏 明
白河商工会議所

 専務理事

専務理事

三 上 　 覚
東北電力ネットワーク㈱ 

白河電力センター

 所長

常　議　員

佐 藤 俊 彦
 税理士法人大手門会計

 代表社員

常　議　員

佐 藤 憲 一
 ㈱高砂ホンダモーター

 代表取締役

常　議　員

金 内 貴 弘
 ケンサーチ㈱

 代表取締役

常　議　員

松 本 義 則

 取締役会長

 ㈱松本工務店

常　議　員

奧 田 健 治

 代表取締役社長

 東北ガス㈱

常　議　員

外 山 康 則

取締役製造所長

 日本工機㈱白河製造所

常　議　員

鈴 木 秀 俊

 専務理事

 白河信用金庫

常　議　員

野 田 裕 昭

 事業所長

 ＥＡファーマ㈱福島事業所

常　議　員

竹 井 和 之

 代表取締役

 ㈲ K's クリエイトとら

常　議　員

大 竹 真 人

 白河エリア統括店長兼
白河支店長

 ㈱福島銀行白河支店

常　議　員

増 子 公 夫

 代表取締役会長

 ㈱共和建商

常　議　員

奥 野 啓 道
 アズビル金門エナジー

プロダクツ㈱

 代表取締役社長

常　議　員

人 見 守 良

 白河通運㈱

 代表取締役会長

常　議　員

鈴 木 清 次

 ㈱鈴木建設

 代表取締役

常　議　員

佐 藤 靖 一

 ㈲さとう総合印刷

 代表取締役

常　議　員

高 畠 　 裕

㈲赤門

 代表取締役

常　議　員

高 田 雅 也
 アクサ生命保険㈱

白河営業所

営業所長

常　議　員

大 平 准 司

住友ゴム工業㈱白河工場

 工場長

常　議　員

清 野 正 人

 ㈱東邦銀行白河支店

 執行役員白河支店長

常　議　員

中 上 　 誠

 ㈱中商

 専務取締役

常　議　員

難 波 恭 二

 ㈲難波平八郎商店

 代表取締役

常　議　員

藤 田 龍 文

 ㈲藤田本店

 取締役

常　議　員

渡 邉 知 久

 ㈱常陽銀行白河支店

支店長

監　事

有 賀 秀 晴

㈲有賀会計センター

 代表取締役

監　事

藤 田 祐 太 郎

 高田産商㈱

 最高顧問

監　事

議　員
瀬 谷 隆 志

合同会社イロドリ

 代表社員

議　員

古 川 雅 裕

 ㈱大黒屋

 代表取締役

議　員

緑 川 直 人

 小田川運輸㈲

 代表取締役

議　員

渡 部 真 樹

( 医社 ) 慈泉会

理事長

議　員

鈴 木 豪 彦

 根田醤油合名会社

 専務取締役

議　員

金 田 　 昇

㈱昇栄

 代表取締役

議　員

小 野 喜 治

福島県南土建工業㈱

 代表取締役

議　員

深 谷 輝 雄

 ㈱加藤螺子製作所白河工場

工場長

議　員

土 師 隆 志

 ㈱川金ダイカスト工業

 取締役副社長

議　員

渡 部 　 孝

 ㈲ワタベ印刷所

 代表取締役

議　員

吉 川 幸 雄

 吉川幸雄法律事務所

 所長

議　員

藤 田 文 生

㈲緑川石材店

 代表取締役

議　員

圓 谷 真 吾

 ㈱大東銀行白河支店

支店長

議　員

中 目 公 英

 南湖神社

 宮司・代表役員

議　員

齋 藤 孝 弘

 ㈱齋藤商店

 代表取締役

議　員

渡 邉 陽 一 郎

 ㈱朝日ラバー

代表取締役社長

議　員

大 木 清 一

 ㈲八千代

 代表取締役会長

議　員

安 田 貴 久

 ㈲松新酒店

 社員

議　員

池 嶋 公 二

白河商事㈱

 専務取締役

議　員

細 田 正 則
三菱ガス化学㈱ QOL

イノベーションセンター白河

 管理部長

議　員

粂 井 勝 人
 パナソニックオートモーティ

ブシステムズ㈱白河工場

 工場長

議　員

中 島 洋 志

 ㈱ナカジマエレテック

 代表取締役社長

議　員

遠 藤 　 敦

 ㈱緑川産業

 代表取締役

議　員

渡 部 秀 昭

福島県商工信用組合白河支店

支店長

議　員

渡 辺 浩 志

渡辺工務店㈲

 代表取締役

議　員

菊 地 　 理

㈲大洋社

 代表取締役

議　員

安 澤 明 宏

大成商事㈱

 代表取締役社長

議　員

兼 子 　 聡

 ㈱兼子組

 代表取締役

議　員

菊 池 俊 一 郎

丸水白河魚市場㈱

 代表取締役社長

議　員

柳 田 浩 志

 東北ポール㈱白河工場

 工場長

議　員

髙 山 輝 行

 ㈲髙山不動産

 代表取締役

議　員

十 文 字 光 伸

丸昌不動産㈲

 代表取締役

議　員

鈴 木 一 男

 ㈱大谷屋

 代表取締役

議　員

國 井 高 利

 ㈱くにい

 専務取締役

議　員

斎 藤 慎 一

㈲斎藤銃砲火薬店

 代表取締役

議　員

櫻 岡 敏 之

 ㈱サクラテック

 代表取締役

議　員

金 子 善 弥

三金興業㈱

 代表取締役

議　員

渡 邊 守 栄

白河だるま総本舗

 代表

議　員

今 井 勝 浩

日本実業㈱

 代表取締役

議　員

原 田 昌 明

 原田司法書士事務所

 所長

議　員

草 野 正 人

㈲元湯甲子温泉

代表取締役

議　員



　

白
河
商
工
会
議
所
青
年
部
（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
は
、
企
業
経
営

に
携
わ
る
青
年
が
経
営
に
関
す
る
研
鑚
を
重
ね
、
地
域
商

工
業
の
振
興
に
資
す
る
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
・
社
会

一
般
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
57
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
経
営
に
携
わ
る
青
年
な
ら
で
は
の
若
い
感
性
と
創
造
性

に
磨
き
を
か
け
、
研
修
、
地
域
振
興
な
ど
の
各
種
活
動
を

通
し
て
、
一
緒
に
白
河
を
よ
り
良
い
街
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

　
活
動
の
様
子
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
S
N
S
で
更

新
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

入
会
資
格

白
河
商
工
会
議
所
の
会
員
で
商
工
業
を

営
む
経
営
者
又
は
後
継
者
で
あ
っ
て

20
歳
以
上
45
歳
以
下
の
方

年 

会 

費
４
０
、０
０
０
円

お
問
合
せ

０
２
４
８
‐
２
３
‐
３
１
０
１
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女
性
の
目
線
で
ま
ち
に
活
力
を
！

女
性
の
目
線
で
ま
ち
に
活
力
を
！

　

白
河
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と

啓
発
を
図
り
、
地
区
内
の
商
工
業
に
従
事
す
る
女
性
の

特
性
を
生
か
し
、
商
工
会
議
所
の
事
業
に
協
力
し
、
街

づ
く
り
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
社
会
一
般
の
福
祉
の

増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
豊
か
な
心
」
と
「
和
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、研
修
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
目
線
か
ら
、一
緒
に
白
河
を
元
気
に
し
ま
せ
ん
か
？

　
入
会
資
格

　
白
河
商
工
会
議
所
の
会
員
お
よ
び
会
員
の
配
偶
者

　
（
事
業
所
が
法
人
の
場
合
は
役
員
お
よ
び
役
員
の
配
偶
者
）

　
で
女
性
の
方

年 

会 

費

　
１
２
、０
０
０
円

お
問
合
せ

０
２
４
８
‐
２
３
‐
３
１
０
１

今
年
度
の
主
な
活
動

●
清
掃
奉
仕
活
動

●
防
犯
研
修
会

●
笠
間
親
睦
研
修
旅
行

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

●
ク
リ
ス
マ
ス
親
睦
会

●
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

　
連
合
会
東
京
全
国
大
会

●
新
春
講
和
会
・
新
年
会

HP X( 旧 Twitter) Instagram

青
年
部
活
動
で
ま
ち
を
元
気
に
！
！

青
年
部
活
動
で
ま
ち
を
元
気
に
！
！

今
年
度
の
主
な
活
動

●
し
ら
か
わ
魂
２
０
２
５~

宴~

●
逃
走
中
し
ら
か
わ

                         

～
今
日
だ
け
の
特
別
授
業
～

●
経
営
者
と
し
て
の
基
礎
知
識

●
し
ら
か
わ
冬
の
グ
ル
メ
フ
ェ
ス

●
輝
け！
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
ス
テ
ー

ションIN
みんなのヒカリ２０２５

●
異
業
種
交
流
会
～
ち
ょ
っ
と

話
し
て
・
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
る
～

Join us!!Join us!!

福
島
県
と
白
河
市
へ
政
策
要
望
を
実
施

福
島
県
と
白
河
市
へ
政
策
要
望
を
実
施

　

令
和
7
年
12
月
1
日
（
月
）、
白
河
市
役
所
に
て
、
白
河
商
工
会
議
所
と
表
郷
・
大
信
・

ひ
が
し
各
商
工
会
の
市
内
４
経
済
団
体
に
よ
る
合
同
及
び
単
会
の
要
望
書
を
鈴
木
和
夫
市

長
に
手
交
し
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
22
日
（
月
）
に
は
、
内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
に
対
し

要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

福島県知事要望

福島県知事要望

（（
11
）
国
道

）
国
道
2
9
4

2
9
4
号
白
河
バ
イ
パ
ス
と
国
道

号
白
河
バ
イ
パ
ス
と
国
道
2
8
9

2
8
9
号
交
差
点
か

号
交
差
点
か

ら
以
南
の
早
期
道
路
整
備
促
進
に
つ
い
て

ら
以
南
の
早
期
道
路
整
備
促
進
に
つ
い
て

（（
22
）
国
道

）
国
道
2
8
9

2
8
9
号号((

国
道
国
道
2
9
4

2
9
4
号
交
差
点
～
関
辺
松
並
地
内

号
交
差
点
～
関
辺
松
並
地
内))

のの
44
車
線
化
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

車
線
化
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

（（
33
）
県
南
地
域
の
救
急
医
療
体
制
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て

）
県
南
地
域
の
救
急
医
療
体
制
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て

（（
44
）
地
域
内
人
材
確
保
対
策
及
び
若
者
還
流
対
策
へ
の
予
算
措
置
に

）
地
域
内
人
材
確
保
対
策
及
び
若
者
還
流
対
策
へ
の
予
算
措
置
に

つ
い
て

つ
い
て白河市長要望

白河市長要望

ⅠⅠ  

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援
の
拡
充
・
強
化

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援
の
拡
充
・
強
化

（（
11
））
消
費
・
企
業
活
動
支
援
策
の
継
続
・
拡
充

消
費
・
企
業
活
動
支
援
策
の
継
続
・
拡
充
：
地
域
内
資
金
循
環

：
地
域
内
資
金
循
環

型
の
事
業
（
ク
ー
ポ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
）
や
、
業
績
悪
化
事

型
の
事
業
（
ク
ー
ポ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
）
や
、
業
績
悪
化
事

業
者
へ
の
直
接
支
援
（
支
援
金
等
）
の
実
施

業
者
へ
の
直
接
支
援
（
支
援
金
等
）
の
実
施

（（
22
））
最
低
賃
金
引
上
げ
へ
の
市
独
自
支
援

最
低
賃
金
引
上
げ
へ
の
市
独
自
支
援
：
令
和

：
令
和
88
年年
11
月
か
ら
の

月
か
ら
の

大
幅
引
上
げ
（
９
５
５
→
１
，
０
３
３
円
）
に
対
し
、
人
材
確
保
・
生

大
幅
引
上
げ
（
９
５
５
→
１
，
０
３
３
円
）
に
対
し
、
人
材
確
保
・
生

産
性
向
上
等
に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の
奨
励
金
・
交
付
金
等
の
創
設

産
性
向
上
等
に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の
奨
励
金
・
交
付
金
等
の
創
設

（（
33
））
事
業
承
継
支
援
の
強
化

事
業
承
継
支
援
の
強
化
：
静
か
な
廃
業
を
防
ぐ
た
め
、

：
静
か
な
廃
業
を
防
ぐ
た
め
、
MM
＆＆
AA

等
に
伴
う
費
用
補
助
な
ど
柔
軟
な
市
独
自
支
援
の
導
入

等
に
伴
う
費
用
補
助
な
ど
柔
軟
な
市
独
自
支
援
の
導
入

（（
44
））
補
助
金
対
象
の
拡
大

補
助
金
対
象
の
拡
大
：「
小
規
模
事
業
者
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援

：「
小
規
模
事
業
者
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援

事
業
補
助
金
」
を
中
小
企
業
ま
で
拡
大

事
業
補
助
金
」
を
中
小
企
業
ま
で
拡
大

ⅡⅡ  

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
振
興

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
振
興

（（
11
））((

仮
称
仮
称

))

白
河
市
産
業
祭
の
復
活

白
河
市
産
業
祭
の
復
活
：
市
中
心
で
官
民
連
携
の
市
民

：
市
中
心
で
官
民
連
携
の
市
民

参
加
型
産
業
祭
を
開
催
し
、
職
業
体
験
等
で
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成

参
加
型
産
業
祭
を
開
催
し
、
職
業
体
験
等
で
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成

ⅢⅢ  

単
会
要
望

単
会
要
望

白
河
商
工
会
議
所
：

白
河
商
工
会
議
所
：
道
の
駅
整
備
に
向
け
た
調
査
研
究
推
進
、
特
産
品

道
の
駅
整
備
に
向
け
た
調
査
研
究
推
進
、
特
産
品

開
発
・
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
へ
の
財
政
支
援

開
発
・
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
へ
の
財
政
支
援



会
員
に
準
ず
る

会
員
に
準
ず
る

　次世代に繋がる豊かな社会に向け「ひと」「まち」「しごと」づくりに取り組み、会員事業所の持続的発展と地
域振興を目指しています。起業・創業や経営に関するご相談など、何でもなんなりとお気軽におご相談ください!!

●主な３つの活動

商工会議所は「商工会議所法」という法律により組織・運営されている地域総合経済団体です。
昭和23年の設立以来、商工業の発展と地域振興を目的に、幅広い活動に取り組んでいます。

■ ■ 白河商工会議所とは白河商工会議所とは

白
河
市
内
（
表
郷
・
東
・
大
信
地
区
を
除
く
）
で
原
則
６
ヶ
月
以
上

営
業
所
・
事
務
所
・
工
場
を
有
す
る
商
工
業
者
。

※
白
河
市
内
（
表
郷
・
東
・
大
信
地
区
を
除
く
）
に
営
業
所
を
持
た
な
い
方
で
当
会
議
所
の

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
は｢

特
別
会
員｣

と
し
て
入
会
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、｢

特
別
会
員｣

は
当
所
議
員
の
選
挙
権
・
被
選
挙
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。

入
会
資
格

①
経
営
指
導
員
に
よ
る
各
種
相
談
、
税
務
の
記
帳
指
導
、
記
帳
代
行
が

受
け
ら
れ
ま
す

②
小
規
模
事
業
者
は
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
無
保
証
人
・
無
担
保
融
資

制
度
の
斡
旋
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

③
退
職
積
立
金
制
度
、
生
命
共
済
、
Ｐ
Ｌ
保
険
な
ど
会
議
所
な
ら
で
は

の
各
種
共
済
・
保
険
制
度
に
加
入
で
き
ま
す

④
労
働
保
険
の
事
務
代
行
が
受
け
ら
れ
ま
す

⑤
経
営
に
役
立
つ
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
講
習
会
を
優
先
的
に
ご
案
内
い
た

し
ま
す

⑥
商
工
会
議
所
会
議
室
を
会
員
限
定
で
利
用
で
き
ま
す

…
…
な
ど
、
経
営
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
を
ご
相
談
下
さ
い
！

会
員
特
典

白
河
商
工
会
議
所
に

白
河
商
工
会
議
所
に

　

入
会
し
ま
せ
ん
か
？

　

入
会
し
ま
せ
ん
か
？

白
河
商
工
会
議
所
に

白
河
商
工
会
議
所
に

　

入
会
し
ま
せ
ん
か
？

　

入
会
し
ま
せ
ん
か
？

会
員
の
種
類
と
会
費

【
個
人
】

【
個
人
】

【
法
人
】

【
法
人
】

【
団
体
】

【
団
体
】

【
特
別
】

【
特
別
】

個
人
の
商
工
業
者
な
ど　

株
式
会
社
等
、
そ
の
他
人
格
の
あ

る
商
工
業
者
・
医
療
法
人
・
学
校

法
人
、
出
先
機
関
な
ど

協
同
組
合
等
、
そ
の
他
経
済
団
体

会
員
た
る
資
格
を
有
し
な
い
者
で
、
会
議
所
の

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
商
工
業
者

年
会
費

年
会
費     

     

６
，
０
０
０
円
以
上

６
，
０
０
０
円
以
上

年
会
費

年
会
費    

１
０
，
０
０
０
円
以
上

１
０
，
０
０
０
円
以
上

年
会
費

年
会
費    

１
０
，
０
０
０
円
以
上

１
０
，
０
０
０
円
以
上

定期的に創業塾を開催

実践的なセミナーの開催

❶❶ ❷❷ ❸❸

白河商工会議所は、白河を元気にする「地域と企業の応援団」です！！

令和7年12月15日現在で、1,107事業所に
ご加入頂いております。

◇ マル 経 融 資
小規模事業者が対象の国の融資制度です！
商工会議所が推薦することで融資を受けられます。

事業主が行う事務処理を代行します。（有料）

会社の現状を分析し解決策を提案します。

会
員
に
準
ず
る

会
員
に
準
ず
る

第825号 白 河 商 工 会 議 所 ニ ュ ー ス 令和８年１月５日 （4）

政 策 要 望 活 動
地域を代表する総合経済団体として、地域問
題・経済問題の解決に向け、国・県・市・関
係機関に対し要望・提言活動を行い実現を図
ります。

鈴木和夫白河市長へ要望書を手交白河駅前イルミネーション

魅力あるまちづくり、地域・産業の振興に向
けて商工業・観光、イベント等の地域経済の
活性化に取り組みます。

地 域 振 興 活 動
50以上の経営支援メニューで多角的に企業
の経営をサポートします。
経営指導員等が経営・情報化・税務・金
融・労働・取引・環境対策など、経営上の
問題についてご相談に応じています。

経 営 支 援 活 動

　創業に向けてトータルサポート！

創業を志す方を
サポートします！

◇ 経営指導員による窓口相談
◇ 創業後の申告支援
◇ 創業者向けセミナー
◇ 資金調達支援

　専門家が無料アドバイス！
　経営上の課題解決に向けて支援します。

経営の悩みをあれこれ
ご相談ください！

制度改正に合わせた各種相談会・セミナーの実施。
個人事業者の決算・申告や日々の記帳の仕方に
ついて支援します。

労働保険の事務代行を
行います！

◇ 労働保険料の申告・納付等の事務代行
※ 給付関係・社会保険の申請代行は行っていません。

◇ 保険料の分割納付
◇ 労災保険の特別加入制度

※ 労災保険の適用を受けられない法人役員・事業主な
ども労災保険に加入できます。

円滑な事業承継に
向けてサポートします！

事業承継引継ぎ支援センターや専門家と連携
して支援します。
◇承継に向けた経営分析・計画策定支援
◇ M&A に向けた支援
◇専門家派遣による個別支援
◇後継者育成のセミナー

資金繰りの改善を具体的に
サポートします！

あなたに合った融資制度・補助金等をご案内します。

◇ 持続化補助金等の国・県・市が公募する各種補助金
販路開拓等に活用できる補助金の情報を随時お知らせしますので、
お気軽にご相談ください。

　　経営指導員が経営上の問題についての相談をお受けしています。
　　運転資金や設備資金にお困りの方など、まずご相談ください！　　

①
所
定
の
会
員
入
会
申
込
書
を
提
出

②
当
所
常
議
員
会
で
加
入
承
認

③
年
会
費
の
納
入

会
員
と
し
て
会
議
所
の
各
事
業

メ
ニ
ュ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

白
河
商
工
会
議
所

☎
０
２
４
８
─
２
３
─
３
１
０
１

入
会
の
お
手
続
き

コミネス

※
年
会
費
改
定
の
お
知
ら
せ 

当
所
で
は
、
45
年
間
据
え
置
い
て
き
た
年
会
費
を
令
和
8
年
度
か
ら
新
た
な
「
口
数
単

価
」
及
び
法
人
・
団
体
会
員
に
お
い
て
は
新
た
に
「
資
本
金
・
出
資
金
に
応
じ
た
会
費
基

準
」
に
改
定
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
費
改
定
の
経
緯
に
つ
い
て
、
下
記
QR
コ
ー
ド
か
ら
過
去
の
会
報
記
事
を
ご
確

認
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

創業・起業の相談創業・起業の相談
創業・起業に関するあらゆる創業・起業に関するあらゆる
疑問にお答えします。疑問にお答えします。
その他、創業塾を開催。その他、創業塾を開催。

経営分析・事業計画経営分析・事業計画

策定支援策定支援
経営分析を行い、経営経営分析を行い、経営
革新等の事業計画策定を革新等の事業計画策定を

支援します。支援します。

事業承継事業承継

の相談の相談
円滑な事業承継のための円滑な事業承継のための
相談に応じます。相談に応じます。

事業展開・事業展開・

販路開拓の相談販路開拓の相談
売上げアップに向けて、売上げアップに向けて、
セミナーや商談会等にセミナーや商談会等に

より販路開拓を支援します。より販路開拓を支援します。

経営を経営を

トータルトータル

サポートサポート


